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シャクヤク切り花の開花率及び日持ち性の向上 

［要約］早切りしたシャクヤク切り花に、品質保持剤の前処理と後処理を組み合わせて処理する

と、高い開花（満開に至る切り花）率を維持しながら、水生け後の日持ちが３日程度延長する。 
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［背景・ねらい］ 

シャクヤク切り花は収穫から開花・落花までの期間が短いため、収穫ステージ（切り前）が遅いと

店保ちや観賞期間が極端に短くなる。しかし、切り前が早すぎると花弁が展開せずに蕾のまま萎

凋する品種が多い。そこで、早切りしたシャクヤクに対する品質保持剤処理の開花率及び日持ち

性向上効果を明らかにする。 

 

［内容］ 

１ 通常より１日程度早く収穫した切り花（図１のステージ１）に対し、チオ硫酸銀錯体（STS）を含む

品質保持剤を、STS 0.2mM の濃度で 24 時間吸液処理する（前処理）。 

２ 前処理して出荷された切り花を切り戻し、糖質及び抗菌剤を含む市販品質保持剤を標準濃度

で希釈して水生けし、開花させる（後処理）。後処理中に切り戻しや水替えの必要はない。 

３ 前処理と後処理を組み合わせて処理すると、無処理では満開に至らない蕾（図 1 のステージ２

～７）の開花を促進し、通常の切り前で収穫した切り花の開花率と同等以上となり（図２、３）、水

生け後の切り花の日持ちが３日程度長くなる（図２）。 

 

［導入効果］ 

１ 日持ち保証販売に向けた取組とその実現による産地信頼度の向上や消費拡大が期待できる。 

２ 品種毎に見極めが困難であった切り前が単純化され、収穫作業が容易となる。 

 

［導入対象］ 

シャクヤク切り花生産者 

 

［留意点］ 

１ STS 剤を含む前処理剤は数社から市販されているが、Ｃ社製前処理剤は STS 含有量が明らか

にされており、1,000 倍希釈で STS 0.2mM となる。また、後処理剤も数社から市販されており、流

通量の多いＣ社及びＯ社の後処理剤で効果を確認している。 

２ 県内で切り花出荷されるシャクヤクは約 35 品種あるが、うち主要５品種「滝の粧」、「夕映」、「深

山の雪」、「ラテンドール」、「レッドレッドローズ」についての結果である。 

３ 導入の際は、流通・販売者等と連携して実施する。特に後処理については消費者段階で必ず

実施されるように、「前処理済・後処理必須」と表記するなど販売時の情報提供に留意する。 



［具体的データ］ 

 
図１ シャクヤクの切り前と開花ステージ（品種：「滝の粧」） 

注  0：未破蕾期、1：破蕾期（通常より 1 日程度早い切り前）、2：花弁 1/2 露出期（通常の切り前）、3：花弁 2/3 露出期、 
4：花弁展開始期、5：花弁展開中期、6：花弁展開後期、7：半開期、8：満開期 （写真下の数値は花蕾径及び花径長） 

  

 

 

 

 

［その他］ 

研究課題名：１ 花き日持ち性向上対策実証事業 

２ 花きの産地強化とブランド化を推進する生産・流通技術の開発 

予 算 区 分：１ 外部資金（平成 27 年度花き日持ち性向上対策実証事業） 

２ 県単経常 

研 究 期 間：平成 27～28 年度 

発表論文等：平成 27 年度園芸学会北陸支部大会（平成 27 年 11 月） 
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図２ 早切りしたシャクヤク「滝の粧」への品質保持 
剤処理が開花率と日持ち性に及ぼす影響 

注 平成 27 年度試験 
（前）前処理=あり：0.2mMSTS 溶液・24h、なし：水道水・24h 
（後）後処理=あり：C 社後処理剤（糖+抗菌剤）、なし：水道水 
（対照）前処理なし（水道水・2h）、後処理なし（水道水） 
処理環境：23℃・相対湿度 60％・12h 日長、誤差線：標準誤差 

図３ 早切りしたシャクヤクへの品質保持剤処理 
が開花率に及ぼす影響の品種間差異 

注 平成 28 年度試験 
（前）前処理=あり：0.2mMSTS 溶液・24h、なし：蒸留水・24h 
（後）後処理=あり：C 社後処理剤（糖+抗菌剤）、なし：蒸留水 
処理環境：23℃・相対湿度 60％・12h 日長 


